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「行政」「人」「地域の魅力・価値」を「プラス」でつなぐ情報誌 広報のと№ 87
2012.5.1

「広報のと」5 月号の印刷費は一部当たり 23 円です。

『
移
住
』
と
い
う
夢

『
私

た
ち
一
家
は
能
登
半
島
へ
移
住
す
る
こ
と
に
決
め

ま
し
た
。
か
の
地
で
自
給
力
を
高
め
た
暮
ら
し
を

し
ま
す
。
古
い
民
家
を
借
り
て
村
人
と
し
て
生
活

し
ま
す
。
田
ん
ぼ
を
借
り
て
家
族
四
人
が
食
べ
て
い
け
る
だ
け
の

米
と
、
傍
ら
の
畑
で
野
菜
を
作
り
な
が
ら
、
山
野
草
・
キ
ノ
コ
・

木
の
実
の
恵
み
を
得
ま
す
。
あ
る
も
の
を
お
い
し
く
い
た
だ
く
。

「
買
う
暮
ら
し
」
か
ら
「
つ
く
る
暮
ら
し
」
へ
の
シ
フ
ト
で
す
。

　

も
う
好
き
な
こ
と
を
後
回
し
に
し
な
い
と
い
う
決
心
を
し
た

ら
、
幸
い
能
登
で
職
が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
能
登
を
舞
台
に
し
た

エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
よ
る
地
域
振
興
で
す
。
自
然
だ
け
で
は
な
く

里
山
里
海
の
生
活
文
化
や
生な
り
わ
い業
を
紹
介
す
る
ガ
イ
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム

に
、
私
は
可
能
性
を
見
出
し
ま
し
た
。
き
っ
と
皆
様
を
能
登
な
ら

で
は
の
旅
へ
と
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

妻
は
田
舎
カ
フ
ェ
を
夢
見
て
い
ま
す
。
特
に
紅
茶
が
好
き
な
の

で
お
茶
カ
フ
ェ
＝
「
か
な
ｃ
ｈ
ａ
ｆ
ｅ
」
が
い
い
と
、
も
う
名
前

ま
で
決
ま
っ
て
い
ま
す
（
笑
）。
能
登
の
茶
畑
か
ら
茶
葉
を
摘
ん

で
揉
ん
で
発
酵
さ
せ
た
「
和
紅
茶
」
を
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
と
い

う
地
産
地
消
の
六
次
産
業
化
構
想
。
こ
れ
は
応
援
し
た
い
で
す
。

娘
は
そ
こ
で
週
一
回
、
大
き
な
「
家
族
プ
リ
ン
」
を
作
っ
て
売
る

と
決
め
て
い
ま
す
。
き
っ
と
素
敵
な
喫
茶
店
に
な
り
ま
す
か
ら

オ
ー
プ
ン
し
た
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

娘
と
息
子
は
ま
さ
に
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
を
体
験
す
る
こ
と

に
な
る
で
し
ょ
う
。
学
校
や
友
達
も
大
切
で
す
が
、
そ
れ
以
上
に

自
然
か
ら
学
ん
で
ほ
し
い
。
そ
の
不
思
議
・
神
秘
・
畏
怖
・
多
様

さ
・
つ
な
が
り
・
ひ
ら
め
き
を
。
子
供
の
毎
日
が
強
靭
な
心
と
美

し
い
感
性
を
育
む
よ
う
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。
つ
い
で
に
子
供
の

「
セ
ン
ス
・
オ
ブ
・
ワ
ン
ダ
ー
（
未
知
な
る
も
の
に
と
き
め
く
心
）」

が
私
に
及
ん
で
、都
会
で
錆さ

び
つ
い
て
し
ま
っ
た
感
性
が
目
覚
め
、

真
に
求
め
る
も
の
に
出
会
え
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。』

＊
こ
れ
は
三
年
前
、
友
人
に
送
っ
た
別
れ
の
手
紙
の
一
部
で
す
。

写真・文　山﨑昭宏
【PROFILE】Yamazaki　Akihiro

昭和 42 年埼玉県生まれ。平成 21 年能登町笹川に移住。小学校
で 2 回、中学校で 3 回転校。引っ越し 9 回、大学進学以降、仕事
場は東京。転職 7 回、主に貿易関連業でヨーロッパ出張多数。学
生時代に自転車で日本を一周したが能登には寄らなかった。
ブログ：ゆらりぶらり http://blog.livedoor.jp/yurariburari/

第５回

『ある家族の手紙①』

豊
作
祈
り

的
を
射
る
。

【写真】今年の豊作を祈る十郎原
地区の春祭り「弓引き祭り」
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継
続
は
力

音
楽
の
チ
カ
ラ

♬
♬

結
成
か
ら
四
半
世
紀
。

町
の
音
楽
シ
ー
ン
を
常
に
リ
ー
ド

し
て
き
た
バ
ン
ド
が
あ
る
。

『
宇
出
津
吹
奏
楽
研
究
会
』。

イ
ベ
ン
ト
や
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
場
所
で
私
た
ち
に
生

の
音
楽
を
届
け
て
く
れ
る
市
民
バ

ン
ド
。

25
周
年
を
迎
え
た
宇
出
津
吹
奏
楽

研
究
会
の
活
動
や
メ
ン
バ
ー
の
思

い
を
取
材
し
た
。

節
目
の
定
期
演
奏
会

　

宇
出
津
吹
奏
楽
研
究
会
（
以
下
宇
出
津
吹

研
）
の
第
25
回
定
期
演
奏
会
は
3
月
24
日
、

能
都
庁
舎
4
階
大
ホ
ー
ル
で
開
か
れ
た
。

　

演
奏
会
に
は
約
40
人
の
会
員
が
出
演
。
第

一
部
で
は
吹
奏
楽
の
定
番
曲
、
第
二
部
で
は

映
画
音
楽
や
歌
謡
曲
な
ど
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル

で
計
11
曲
を
演
奏
し
た
。

　

指
揮
者
を
務
め
る
の
は
、
結
成
時
か
ら
変

わ
ら
ず
坂
武
夫
さ
ん
（
63
）
＝
小
木
＝
。
出

演
し
た
約
40
人
の
中
に
は
、
坂
さ
ん
の
後
輩

で
元
プ
ロ
の
ア
ル
ト
サ
ッ
ク
ス
奏
者
、
浜
岡

実
さ
ん
＝
金
沢
市
在
住
＝
や
、
定
期
演
奏
会

の
た
め
に
県
外
か
ら
駆
け
つ
け
た
メ
ン
バ
ー

も
い
た
。

　

25
回
目
と
い
う
節
目
の
定
期
演
奏
会
。
会

場
に
は
、
約
二
百
人
が
詰
め
か
け
て
生
の
吹

奏
楽
に
耳
を
傾
け
た
。
宇
出
津
吹
研
の
演
奏

会
は
、「
楽
し
く
な
け
れ
ば
音
楽
じ
ゃ
な
い
」

の
合
言
葉
ど
お
り
、
出
演
者
と
観
客
が
一
緒

に
音
楽
を
楽
し
み
、
会
場
が
一
体
と
な
る
。

こ
の
日
の
演
奏
会
も
、
そ
の
場
に
い
る
と
元

気
が
出
て
、
心
温
ま
る
『
宇
出
津
吹
研
ら
し

い
』
コ
ン
サ
ー
ト
と
な
っ
た
。

地
域
に
根
差
し
た
活
動
を

　

昭
和
62
年
、
宇
出
津
高
校
吹
奏
楽
部
Ｏ
Ｂ

が
中
心
と
な
っ
て
結
成
さ
れ
た
宇
出
津
吹

研
。
現
在
の
会
員
は
町
外
の
メ
ン
バ
ー
を
含

め
て
約
50
人
で
、
年
に
一
回
の
定
期
演
奏
会

を
は
じ
め
、
能
都
中
学
校
、
能
登
高
校
の
吹

奏
楽
部
と
共
演
す
る
ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー

ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
に
出
演
し
て

い
る
。

　

数
馬
孝
会
長
（
45
）
＝
宇
出
津
＝
は
「
25

年
続
け
て
き
て
、
地
域
の
皆
さ
ん
か
ら
声
を

か
け
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。
こ

れ
か
ら
も
地
域
に
根
差
し
て
、
末
永
く
活
動

し
て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

「
楽
し
く
な
け
れ
ば
音
楽
じ
ゃ
な
い
」
を
合
言
葉
に
、
音
楽
を
通
し

て
地
域
に
元
気
を
発
信
し
続
け
て
き
た
宇
出
津
吹
奏
楽
研
究
会
。

25
回
目
を
数
え
る
定
期
演
奏
会
が
開
か
れ
た
。

　生の音楽をここまで続けてきた
のは、本当にすごいことです。定
期演奏会では、この日のために休
みを取って県外から参加するメン
バーまでいます。人を引き付け、
心を動かす音楽の力を改めて感じ
させてくれる演奏会でした。中高
生ブラスバンド部員にとって、吹
研は憧れであり目標です。子ども
たちの成長にとっても、吹研の役
割は大きいと思っています。

吹研の演奏会は、音楽の
力を感じさせてくれる。

能登音楽愛好会 会長

鍛治谷 眞一さん

届け ! 負けるな！勇気の音色！
　能都中学校吹奏楽部、能登高校吹奏楽部と宇出津
吹奏楽研究会で構成する「宇出津ブラスバンズ」は、
昨年の東日本大震災以降、「届け！負けるな ! 勇気
の音色！」を合言葉に各種コンサートを開催。冬の
恒例「X’mas コンサート」からチャリティーコンサー
トとして募金を募っている。
　集まった募金は、流山市の姉妹都市である福島県
相馬市の市立向陽中学校ブラスバンド部に、能都中
学校吹奏楽部員のメッセージと共に贈られた。
　「福島か能登でいつの日か合同演奏会を開きたい」
という夢を描きながら、宇出津ブラスバンズのメン
バーは、今後もチャリティーコンサートを継続して
いく予定だ。

1 月 17 日、宇出津ブラスバ
ンズから募金を託された持
木一茂町長が、立谷秀清相
馬市長に直接手渡した。

（流山市役所で）

▼チラシや看板など、すべて手作りの演奏会
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大
切
な
場
所

参
加
も
集
合
時
間
も
自
由
な
練
習

　

遠
島
山
公
園
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン
タ
ー
に
管

楽
器
の
音
色
が
響
き
渡
る
。
宇
出
津
吹
研
の

練
習
日
は
、
毎
週
木
曜
日
と
土
曜
日
の
夜
7

時
か
ら
9
時
ま
で
。
仕
事
を
抱
え
る
社
会
人

バ
ン
ド
と
し
て
、
参
加
も
集
合
時
間
も
自
由

だ
。
演
奏
会
前
で
あ
れ
ば
30
人
以
上
集
ま
る

が
、
少
な
い
と
き
は
３
、４
人
の
場
合
も
あ

る
と
い
う
。

　

最
初
は
個
人
や
パ
ー
ト
ご
と
に
練
習
。
人

数
が
そ
ろ
え
ば
、
演
奏
会
の
曲
に
つ
い
て
話

し
合
い
、
音
を
合
わ
せ
る
。
楽
器
に
向
か
う

メ
ン
バ
ー
の
表
情
は
真
剣
そ
の
も
の
だ
。

一
年
に
10
回
以
上
の
出
演

派
生
グ
ル
ー
プ
も

　

年
に
10
回
以
上
は
演
奏
会
に
出
演
す
る
と

い
う
宇
出
津
吹
研
。
一
年
の
締
め
く
く
り
と

な
る
定
期
演
奏
会
の
ほ
か
、
恒
例
の
行
事
と

し
て
▼
奥
能
登
地
区
野
外
演
奏
会
▼
プ
ロ
ム

ナ
ー
ド
コ
ン
サ
ー
ト
▼
サ
マ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

▼
石
川
県
市
民
バ
ン
ド
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
▼

ク
リ
ス
マ
ス
コ
ン
サ
ー
ト
―
な
ど
が
あ
る
。

　

ほ
か
に
も
、
町
や
商
工
会
な
ど
が
主
催
す

る
イ
ベ
ン
ト
、
地
区
の
文
化
祭
、
少
人
数
メ

ン
バ
ー
で
の
慰
問
演
奏
な
ど
、
少
な
く
と
も

月
に
1
回
は
ど
こ
か
に
出
演
し
て
い
る
状
況

だ
。
少
人
数
で
の
演
奏
で
は『
宇
出
津
吹
研
』

で
は
な
く
、
構
成
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
『
遠

島
山
ウ
イ
ン
ド
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
』
や
ポ
ッ
プ

ス
中
心
の『
軽
音
楽
部
』な
ど
の
派
生
グ
ル
ー

プ
が
で
き
る
。

　

音
が
大
き
い
管
楽
器
は
、
社
会
人
に
と
っ

て
ど
こ
で
も
練
習
で
き
る
楽
器
で
は
な
い
。

週
2
回
、
2
時
間
限
定
。
ハ
ー
モ
ニ
ー
セ
ン

タ
ー
は
メ
ン
バ
ー
の
大
切
な
場
所
だ
。

　事務局として雑用全般を担当していま
す。ブラスバンドは中学 3 年間だけの経
験でしたが、Ｕターンしたとき当時の会長
で憧れの先輩だった堀正博さんに誘われて
入りました。
　私にとって吹研は遊び場のようなもの。
みんなの手伝いをしているふりをして、自
分が楽しんでいます。これからもメンバー
と楽しくやっていきたいですし、死ぬまで
関わりたいと思っています。現在、吹研の
公式ホームページを制作中です。近日公開
予定なので、ぜひご覧ください。

　中学、高校時代に吹研の皆さんと一緒に
演奏して、大人と一緒にやるのは楽しい
と感じていました。吹研に入ったのは昨
年 12 月から。地元に帰ってきて、萬田さ
んに声を掛けられました。就職してから 5
年間吹いていなかったので、まだまだ音は
出ていませんが、学生時代とは違った楽し
みがあります。
　吹研は年齢や性別に関係なく、アット
ホームな雰囲気の中で気兼ねなく演奏でき
る場所。ストレス解消の一つとして、趣味
として、私の生活の一部になっています。

萬
田
賢
一
郎
さ
ん

ま
ん
た
・
け
ん
い
ち
ろ
う
（
43
）
宇
出
津

渡
　
絵
美
さ
ん

わ
た
り
・
え
み
（
28
）
崎
山

ト
ロ
ン
ボ
ー
ン

ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト

宇
出
津
吹
研
の
練
習
は
週
2
回
。
仕
事
や
家
事
を
終
え
た
メ
ン
バ
ー
が
、
そ

れ
ぞ
れ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
集
ま
っ
て
く
る
。
楽
器
好
き
の
メ
ン
バ
ー
に
と
っ

て
、
思
い
切
り
演
奏
が
で
き
る
貴
重
な
時
間
だ
。

経験豊富なメンバーは、新しい曲でも１、２回
合わせるだけで形になるという。この日は次の
演奏会で披露する歌謡曲を中心に練習していた。
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上
町
在
住
の
上
野
英
明
さ
ん
（
47
）
と
妻

加
代
子
さ
ん
（
46
）、
娘
の
奏か
な
え笑
さ
ん
（
13
）

は
、
家
族
3
人
で
宇
出
津
吹
研
に
参
加
す
る

音
楽
一
家
だ
。

　

英
明
さ
ん
は
宇
出
津
吹
研
設
立
メ
ン
バ
ー

の
一
人
。「
大
学
を
卒
業
し
て
地
元
で
就
職

し
た
と
き
、
10
人
程
度
の
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
で
は

な
く
本
格
的
に
や
ろ
う
と
声
を
か
け
ま
し

た
」
と
振
り
返
る
。

　

加
代
子
さ
ん
は
、
宇
出
津
高
校
吹
奏
楽
部

で
英
明
さ
ん
の
一
年
後
輩
。
昭
和
62
年
に
Ｕ

タ
ー
ン
し
て
、
宇
出
津
吹
研
に
入
っ
た
。
英

明
さ
ん
に
つ
い
て
「
音
楽
に
対
す
る
考
え
方

は
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
、
自
分
に
厳
し
い
人
。

尊
敬
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　

上
野
夫
妻
は
メ
ン
バ
ー
同
士
で
結
ば
れ
た

カ
ッ
プ
ル
第
1
号
。
結
婚
式
に
は
宇
出
津
吹

研
の
メ
ン
バ
ー
約
40
人
が
集
ま
り
、
生
演
奏

で
盛
り
上
げ
た
と
い
う
。
3
人
の
子
供
に
は

和か
ず
と音
、
拓た

く
と度
、
奏
笑
と
音
楽
に
ち
な
ん
だ
名

前
を
付
け
た
。
和
音
さ
ん
は
中
学
2
年
か
ら

吹
奏
楽
部
に
入
部
。
高
校
時
代
に
定
期
演
奏

会
な
ど
3
回
、
同
じ
ス
テ
ー
ジ
に
立
っ
た
。

　
「
子
供
に
強
制
し
た
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、

音
楽
を
や
っ
て
い
る
姿
を
見
る
の
は
う
れ
し

か
っ
た
」と
英
明
さ
ん
。
加
代
子
さ
ん
は「
娘

が
生
ま
れ
て
か
ら
、
一
緒
に
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト

を
吹
く
の
が
夢
で
し
た
」
と
目
を
細
め
る
。

　

奏
笑
さ
ん
は
昨
年
4
月
、
中
学
進
学
と
同

時
に
吹
奏
楽
部
へ
。
楽
器
は
母
親
と
同
じ
ク

ラ
リ
ネ
ッ
ト
を
選
ん
だ
。「
吹
研
に
参
加
す

る
こ
と
で
、
大
人
数
で
演
奏
す
る
楽
し
さ
を

知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
両
親
の
思
い
を
受

け
て
、
11
月
か
ら
宇
出
津
吹
研
に
参
加
。
部

活
動
と
吹
研
の
両
方
で
練
習
に
励
む
。

　
「
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
、
音
楽
を
す
る
両
親

は
楽
し
そ
う
に
見
え
ま
し
た
。
何
歳
に
な
っ

て
も
吹
き
続
け
て
ほ
し
い
で
す
」
と
話
す
奏

笑
さ
ん
に
両
親
は
「
高
校
、
大
学
、
大
人
に

な
っ
て
も
続
け
て
、
音
楽
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
贈
る
。

家
族
で
音
楽
を
で
き
る
こ
と
が
幸
せ
で
す
。

　

こ
こ
ま
で
長
続
き
す
る
バ
ン
ド
は
め
ず
ら

し
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
宇
出
津
吹
研
が
こ

れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の
か
。
そ
の
理
由
の

一
つ
は
、
良
い
意
味
で
『
適
当
』
に
や
っ
て

き
た
か
ら
で
す
。
力
を
入
れ
す
ぎ
て
も
続
か

な
い
し
、
緩
す
ぎ
て
も
続
き
ま
せ
ん
。
25
年

間
変
わ
ら
ず
、
バ
ラ
ン
ス
良
く
や
っ
て
き
た

こ
と
が
良
か
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

宇
出
津
吹
研
は
『
吹
奏
楽
団
』
で
は
な
く

『
研
究
会
』。『
研
究
』
と
い
う
言
葉
に
は
、

向
上
心
を
持
ち
続
け
よ
う
、
何
で
も
や
っ
て

み
よ
う
と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
挑

戦
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

メ
ン
バ
ー
は
音
楽
、
そ
し
て
楽
器
が
好
き

な
人
間
ば
か
り
で
す
。『
吹
研
』
を
や
る
の

で
は
な
く
て
、
好
き
な
楽
器
を
演
奏
す
る
た

め
に
集
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

音
楽
も
人
生
も
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
こ
と
が
い
っ
ぱ
い
あ
る
か
ら
面
白

い
。
も
し
、
も
う
一
度
楽
器
を
吹
き
た
い
、

演
奏
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
、

深
く
考
え
ず
に
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

『
来
る
者
は
こ
ば
ま
ず
、
去
る
者
は
追
わ
ず
』

が
吹
研
な
の
で
、
気
軽
に
メ
ン
バ
ー
に
声
を

か
け
て
く
だ
さ
い
。

　

宇
出
津
吹
研
と
し
て
は
、
次
の
区
切
り
と

な
る
30
周
年
に
向
け
て
活
動
を
続
け
て
い
き

ま
す
。
本
番
は
多
い
が
練
習
は
少
な
い
宇
出

津
吹
研
。
地
区
の
文
化
祭
や
老
人
ホ
ー
ム
へ

の
慰
問
な
ど
、
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
れ
ば
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
演
奏
に
駆
け
つ
け
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
宇
出
津
吹
研
を
気
軽
に
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
も
人
生
も
、
自
分
の
思
い
通
り
に

な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
ら
面
白
い
。

親
か
ら
子
へ

上野英明さん

　　加代子さん

　　奏
か な え

笑さん

親子で宇出津吹研に参加する

本番も練習も、同じ楽器の加代子さんと奏笑さ
んは並んで演奏する。奏笑さんにとって、加代
子さんがクラリネットの先生であり目標だ。

宇出津吹奏楽研究会 会長

数馬  孝さん
kazuma koh（45）宇出津

音楽のチカラ

6
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「
宇

出
津
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部

の
Ｏ
Ｂ
た
ち
が
地
元
に
帰
っ

て
き
た
と
き
、
一
緒
に
音
楽

を
や
れ
る
場
所
を
作
ろ
う
と
思
っ
た
」

　

宇
出
津
吹
奏
楽
研
究
会
で
25
年
間
、
指
揮

者
を
務
め
る
坂
武
夫
さ
ん
（
63
）
＝
小
木
＝

は
吹
研
結
成
の
経
緯
を
振
り
返
る
。

　

小
木
中
学
校
、
飯
田
高
校
時
代
は
ブ
ラ
ス

バ
ン
ド
部
に
所
属
し
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹

い
て
い
た
と
い
う
坂
さ
ん
。
大
学
を
中
退
し

て
地
元
に
戻
っ
た
40
年
前
、
高
校
時
代
の
恩

師
か
ら
宇
出
津
高
校
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
部
の
指

導
を
頼
ま
れ
た
。

　
「
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
吹
く
こ
と
は
で
き
て

も
指
導
経
験
は
ま
っ
た
く
な
か
っ
た
。
指
揮

法
も
含
め
て
一
か
ら
勉
強
し
直
し
た
」

　

指
導
を
続
け
て
い
く
と
、
Ｕ
タ
ー
ン
で
地

元
に
戻
っ
て
く
る
Ｏ
Ｂ
も
増
え
て
き
た
。
坂

さ
ん
は
教
え
子
で
あ
る
Ｏ
Ｂ
約
10
人
と
『
宇

出
津
高
校
Ｏ
Ｂ
バ
ン
ド
』を
結
成
。
そ
の
後
、

昭
和
62
年
に
宇
出
津
高
校
以
外
の
Ｏ
Ｂ
や
現

役
高
校
生
な
ど
も
含
め
た
『
宇
出
津
吹
奏
楽

研
究
会
』
を
結
成
し
た
。
当
時
、
市
民
バ
ン

ド
自
体
が
少
な
く
、
奥
能
登
全
域
か
ら
約
50

人
が
集
ま
っ
た
。

吹
研
の
音
楽
は
Ｂ
級
グ
ル
メ

　
「
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
に
は
コ
ン
ク
ー
ル
至
上

主
義
が
あ
る
。
吹
研
は
コ
ン
ク
ー
ル
を
目
指

す
王
道
で
は
な
く
、
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
よ
う
な

も
の
。
音
痴
で
も
歌
い
、
下
手
で
も
演
奏
す

る
。
ど
う
ア
ピ
ー
ル
さ
せ
る
か
、
い
か
に
メ

ン
バ
ー
を
か
っ
こ
よ
く
見
せ
る
か
が
指
揮
者

で
あ
る
自
分
の
仕
事
」
と
言
い
切
る
。

　

宇
出
津
吹
研
の
テ
ー
マ
で
あ
る
『
楽
し
く

な
け
れ
ば
音
楽
じ
ゃ
な
い
』
は
、
演
奏
す
る

メ
ン
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
、
観
客
も
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
。
そ
の
ス
タ
イ
ル
は
、
ほ
か
の
市

民
バ
ン
ド
と
は
一
線
を
画
し
、『
宇
出
津
吹

研
ら
し
さ
』
と
し
て
音
楽
関
係
者
の
フ
ァ
ン

も
多
い
と
い
う
。

　
「
会
場
に
足
を
運
ん
で
聴
い
て
く
れ
た
お

客
さ
ん
に
『
ブ
ラ
ス
バ
ン
ド
っ
て
い
い
な
』

と
思
っ
て
も
ら
え
る
演
奏
。
そ
れ
は
、
う
ま

い
か
下
手
か
で
は
な
く
、良
い
か
悪
い
か
だ
」

目
指
す
は
『
お
ら
が
町
の
バ
ン
ド
』

　
「
市
民
バ
ン
ド
の
運
営
は
難
し
い
」
と
坂

さ
ん
は
語
る
。
年
齢
も
職
業
も
幅
広
い
社
会

人
が
中
心
。
考
え
方
や
音
楽
性
も
違
う
た
め

に
意
見
の
対
立
が
起
き
や
す
い
か
ら
だ
。

 　
「
練
習
に
半
分
し
か
参
加
で
き
な
い
人
も

い
れ
ば
、
レ
ベ
ル
を
高
め
た
い
と
い
う
人
も

い
る
。
大
切
な
こ
と
は
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
こ

と
。
市
民
バ
ン
ド
が
存
続
す
る
た
め
に
は
、

お
互
い
を
尊
重
し
あ
う『
な
あ
な
あ
の
関
係
』

が
必
要
で
あ
り
、
吹
研
に
は
そ
れ
が
あ
る
」

　

活
動
が
長
年
続
い
て
い
る
も
う
一
つ
の
理

由
は
、
主
要
メ
ン
バ
ー
の
ほ
と
ん
ど
が
学
生

時
代
に
坂
さ
ん
の
指
導
を
受
け
た
教
え
子
で

あ
る
こ
と
も
大
き
い
。『
坂
さ
ん
と
一
緒
に

や
り
た
い
』『
坂
さ
ん
の
指
揮
で
演
奏
し
た

い
』
と
メ
ン
バ
ー
は
口
を
そ
ろ
え
る
。
そ
こ

に
は
、
時
に
優
し
く
、
時
に
厳
し
く
指
導
す

る
坂
さ
ん
へ
の
絶
対
的
な
信
頼
感
が
あ
る
。

　
「『
お
ら
が
町
の
バ
ン
ド
』
と
し
て
自
他
共

に
認
め
ら
れ
る
バ
ン
ド
を
目
指
し
た
い
」
と

語
る
坂
さ
ん
。
夢
は
演
奏
会
に
５
０
０
人
以

上
の
観
客
を
集
め
る
こ
と
だ
そ
う
だ
。

　
「
生
の
音
楽
に
は
力
が
あ
る
。
そ
の
臨
場

感
を
会
場
で
感
じ
て
ほ
し
い
」

　

宇
出
津
吹
研
が
継
続
し
て
い
く
た
め
に
、

音
楽
で
地
域
を
元
気
に
す
る
た
め
に
、
坂
さ

ん
は
こ
れ
か
ら
も
指
揮
棒
を
振
り
続
け
る
。

坂 武夫さん

宇出津吹奏楽研究会　指揮者

Saka Takeo（63）小木

う
ま
い
か
下
手
か
で
は
な
く
、

良
い
か
悪
い
か
―
。

生
の
音
楽
の
臨
場
感
を

感
じ
て
ほ
し
い
。
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◆会員登録のしかた
①予約制乗合タクシー会員申込書（役場窓口、タクシー会社、
　院外処方せんコーナーに設置）に必要事項を記入して、処
　方せんコーナーの職員に渡してください。
　後日、会員証と利用者の手引きを自宅に郵送します。
②その日に利用したい場合は、「（仮）会員証」が使えます。

◆予約電話番号　☎６２―１３１６（域内電話では
かかりません）

　処方せんコーナーにつながります。会員番号、名前、利用
する日、利用する便、乗る場所、降りる場所などを伝えてく
ださい。

◆おでかけ便（自宅近く→宇出津）　※予約は前日 9:00 ～ 17:30 まで

上長尾
合鹿エリア

当目・柳田
エリア

柏木・中斉
宮地・鶴町

エリア

瑞穂・鵜川
エリア

真脇・小木
白丸エリア

不動寺
松波エリア

到
着
時
刻

―
　柳田庁舎

①8:10頃着
②9:40頃着

― ― ― ―

宇出津（おりば・宇出津総合病院　・にこにこ広場　・能登町役場）

① 8:30 頃着　② 10:00 頃着
※月曜日や休日明けの利用は、前週金曜日または休日前の平日 17:30 までに予約が必要です。

◆おかえり便（公立宇出津総合病院→自宅近く）
※予約は当日出発 1 時間前まで（院外処方箋コーナーで口頭でも受け付けます）

上長尾
合鹿エリア

当目・柳田
エリア

柏木・中斉
宮地・鶴町

エリア

瑞穂・鵜川
エリア

真脇・小木
白丸エリア

不動寺
松波エリア

出
発
時
刻

①11:30頃発
②13:15頃発

①11:30頃発
②13:15頃発

①11:45頃発
②13:45頃発

①11:45頃発
②13:30頃発

①12:00頃発
②13:30頃発

①12:00頃発
②13:00頃発

―
　柳田庁舎

①11:45頃着
②13:30頃着

― ― ― ―

宇
出
津
地
区
へ

自
宅
前
か
ら
千
円
で

　

予
約
制
乗
合
タ
ク
シ
ー
は
、
宇

出
津
地
区
を
除
く
町
内
全
地
域
を

６
つ
の
エ
リ
ア
に
分
け
、
自
宅
付

近
か
ら
宇
出
津
方
面
へ
向
か
う

「
お
で
か
け
便
」
と
公
立
宇
出
津

病
院
発
の
「
お
か
え
り
便
」
が
一

日
2
便
運
行
さ
れ
ま
す
。
利
用
は

予
約
制
で
、
同
じ
方
面
の
利
用
者

は
最
大
4
人
ま
で
同
乗
。
料
金
は

一
人
片
道
千
円
で
す
。

　

利
用
に
は
会
員
登
録
が
必
要

で
、
新
規
登
録
や
乗
車
予
約
は
宇

出
津
総
合
病
院
の
院
外
処
方
せ
ん

窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

2
日
に
宇
出
津
総
合
病
院
前
で

行
わ
れ
た
出
発
式
で
は
、
タ
ク

シ
ー
会
社
関
係
者
な
ど
約
30
人
が

事
業
の
本
格
運
行
を
祝
い
ま
し

た
。
持
木
一
茂
町
長
は
「
今
後
も

利
用
者
の
要
望
を
聞
き
、
ル
ー
ト

の
変
更
や
増
便
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

月
に
約
１
４
０
人
が
利
用

　

こ
の
事
業
は
、
公
共
交
通
空
白

地
域
の
解
消
な
ど
を
目
的
に
、
能

登
町
地
域
公
共
交
通
協
議
会
が
21

年
度
か
ら
運
行
実
験
を
実
施
し
て

き
ま
し
た
。
3
カ
所
の
モ
デ
ル
地

区
で
帰
宅
便
の
み
の
運
行
か
ら
、

22
年
度
に
は
町
内
全
域
に
拡
大
。

往
復
便
の
運
行
や
登
録
会
員
に
よ

る
電
話
予
約
制
の
導
入
な
ど
、
利

用
者
の
要
望
を
確
認
し
な
が
ら
、

本
格
運
行
に
向
け
て
ト
ラ
ブ
ル
や

問
題
点
を
抽
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
会
員
数
は
約
２
６
０

人
。
23
年
度
は
一
カ
月
平
均
で
約

１
４
０
人
が
利
用
し
ま
し
た
。

　

利
用
方
法
や
発
着
時
間
な
ど
詳

し
く
は
、
次
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て

く
だ
さ
い
。

　

宇
出
津
地
区
と
町
内
各
地
を
結
ぶ
予
約
制
乗
合
タ
ク

シ
ー
の
本
格
運
行
が
4
月
2
日
、
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
路
線
バ
ス
の
利
用
が
不
便
な
交
通
空
白
地

域
で
も
、
通
院
や
買
い
物
な
ど
生
活
に
必
要
な
最
低
限

の
移
動
手
段
が
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

◆運賃
1 回乗車当たり
一人 1,000 円
保護者同伴の小学生
以下は無料

◆運行日
平日（月～金）
土・日・祝日・年末
年始は運休

◆問い合わせ・
　相談窓口
能登町地域公共交通
協議会事務局

（町企画財政課内）

☎ 62-8503
（平日 9:00 ～ 17:00）

宇出津総合病院の総合受付前にある院外処方せんコーナー
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　輪島法人会が 3 月 21 日、社会福祉法人おおとり会
にデジタルテレビ 2 台とブルーレイレコーダー 1 台を
寄付しました。604 の事業所が加入する輪島法人会は、
平成 15 年から毎年、社会福祉法人に寄付を行ってい
ます。施設を訪れた数馬嘉雄副会長は「テレビを楽し
んで、これからも作業を頑張ってください」とあいさ
つ。施設利用者全員で「ありがとうございました」と
元気にお礼をしました。

デジタルテレビで作業も楽しく
輪島法人会がおおとり会に寄付 鬼に向かって矢を放つ氏子ら

鬼討ち祭り

　木住地区の春祭り「鬼討ち祭り」は 3 月 28 日、木
住神社で行われました。その昔、災いの象徴であった
猿鬼を退治したことを祝って行われるようになったこ
の祭りは、400 年以上の伝統があります。氏子らは、
的に描かれた鬼に向かって次々と矢を放ち、今年も無
事鬼を退治しました。鬼退治の後は「花祭り」が行わ
れました。桃の枝を両手に持ち、即興で踊る姿に神社
の中は笑い声で包まれていました。

鬼を退治して今年の豊作を祈願

お礼を述べて数馬副会長と握手する利用者

ドライバーに交通安全を呼びかける参加者

涅槃団子に込めた安全の願い
春の全国交通安全運動

　春の全国交通安全運動期間中の 4 月 9 日、シートベ
ルト全席着用推進キャンペーンが松波地内で実施され
ました。キャンペーンには、珠洲警察署員のほか内浦
レディードライバーズクラブ会員、能登交通安全協会
員など約 30 人が参加。内浦レディードライバーズク
ラブの皆さんが手作りした涅

ね は ん

槃団子入りのお守りやチ
ラシを配布しながら、シートベルトの全席着用とチャ
イルドシートの正しい着用を呼びかけました。

　石川県漁船安全強化月間の初日である 4 月 10 日、
宇出津港で取締船出港式が行われました。港には県の
取締船「てどり」と「ほうだつ」のほか、能登海上保
安署巡視船「おぎかぜ」と能登高校実習船「おおとり丸」
が集まり、一般公開されました。
　出港式には約 100 人が出席し、漁業者らに救命胴衣
の着用と海難事故防止を呼びかけました。式典後、4
隻は参加者に見送られ、出港しました。

宇出津港から出港する取締船「ほうだつ」

救命胴衣の着用を呼びかけ
石川県漁船安全強化月間出港式

ヤマメを放流する能登高校生

能都ロータリークラブと能登高生がヤマメ放流

　能都ロータリークラブの会員 20 人が 4 月 19 日、宮
地地区の山田川上流や神野地区でヤマメの稚魚 5,000
匹を放流しました。環境保全活動の一環として 28 年
目を迎えたヤマメの放流。宮地地区では、能登高校地
域創造科の水産コース、商業コースの 3 年生 17 人も
参加しました。能登高校生は、県の内水面水産センター

（加賀市）から運ばれた体長約 5 センチの稚魚を優し
く川に放していました。

ヤマメが育つきれいな川に

▲ 酒樽を奪い合う男衆。祭りの後は
見物人に酒樽の酒が振る舞われた

▲移動するときは、酒樽を男衆が交
代で担ぐ。樽の中で激しく揺さぶら
れた酒の味は格別

　下帯姿の男衆が田んぼや海で酒樽を奪い合う奇祭「酒樽がえし」が 4 月 2 日、藤波地区で 2
年ぶりに行われました。神

かんのめ

目神社でおはらいを受けた 10 人の男衆は、酒を入れた酒樽を担いで
田んぼに向かって走り出しました。田んぼに到着すると、たくさんの見物人やカメラマンが見
守る中、威勢良く酒樽を奪い合い豊作を祈願しました。
　酒樽の酒を飲んで景気をつけたあと、海へ移動した男衆。今度は大漁を祈願するために、ま
だ冷たい海の中で「ワッショイ、ワッショイ」と酒樽を奪い合いました。

酒樽がえし

能登に春の訪れを告げた、2 年ぶりの奇祭

　「能登里山マイスター」養成プログラムの修了式は
3 月 17 日に行われ、最後となる 4 期生 24 人が金沢
大学の中村信一学長からマイスター認定書を受けまし
た。修了式で中村学長は「能登の明日を担う志を持ち、
時代を切り開いてほしい」と式辞。能登町から最後の
マイスターに認定されたのは次の皆さんです。
●浅井由佳さん（小木） ●池田紘一さん（柳田）
●杉本和寛さん（武連） ●西中宏美さん（松波）

はばたけ能登里山マイスター
24人に金沢大学学長から認定書

中村学長から認定書を受ける 4 期生
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【能登町役場】☎62-1000（代）　
能都庁舎（FAX62-4506）
　総務課☎62-8510
　企画財政課☎62-8503
　監理課☎62-8504
　税務課☎62-8505
　環境対策課☎62-8507

　町民課☎62-8500
　能都サービス室☎62-8500
　ふるさと振興課☎62-8532
　会計課☎62-8509
柳田庁舎（FAX76-0039）
　広報情報推進課☎76-8301
　農林水産課☎76-8302

　柳田サービス室☎76-8300
　農業委員会☎76-8303
　建設課☎76-8304
内浦庁舎（FAX72-2108）
　健康福祉課
　（児童保育）☎72-2512
　（医療介護）☎72-2502

　（福祉庶務）☎72-2503
　（健康推進）☎72-2504
　（包括支援）☎72-2513
　内浦サービス室☎72-2500
　上下水道課☎72-2507　
　教育委員会事務局☎72-2509
議会庁舎　議会事務局☎76-8310
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ふるさと定住　住宅助成金

交通安全旗寄贈

ふるさと納税

農業生産振興対策事業

町営住宅入居者募集

図書館情報システム始動式

水道料金改定

被災地に職員派遣

お知らせ

ニュース

お知らせ

お知らせ

募集

ニュース

お知らせ

ニュース

　能登町内への移住・定住を促進し、地域の活性化
を図ります。
■ふるさと定住 住宅助成金

〈助成条件〉
①Ｕ・Ｉターンし、自らが定住すること
② 20 歳以上であること
③助成金交付日から 5 年以上定住する意思がある
　こと
④住宅は町に営業所、事務所を有する住宅建設関連
　事業者の施工であること
⑤地域住民と積極的に交流を図る意思があること

◆新築住宅への助成
〈助成対象者〉
　転入して 2 年未満の新築で、かつ、工事請負契約・
売買契約締結後 3 カ月以内に認定申請する人

〈助成金額〉　500,000 円

◆中古住宅改築への助成
〈助成対象者〉
　転入してから 1 年未満に中古住宅を購入し、そ
の売買契約から 1 年未満に改築する人で、認定後
直ちに改築工事できる人

〈助成金額〉　
・ふるさと空き家情報登録物件
　改築工事費の 1/2（限度額 500,000 円）
・ふるさと空き家情報未登録物件
　改築工事費の 1/2（限度額 250,000 円）

※詳しくは下記までお問い合わせください。
問ふるさと振興課☎ 62-8532

　農業協同組合の社会貢献活動の一環として、新一
年生 104 人分の交通安全旗が 4 月 3 日、教育委員
会事務局に寄贈されました。
　おおぞら農協の
河谷内常務理事と
内浦町農協の中谷
代表理事組合長が
教 育 長 室 を 訪 れ、
中口教育長に交通
安全旗を手渡しま
した。

　「ふるさと納税制度」は、生まれ育ったふるさと
に貢献したい、関わりが深い地域を応援したいとい
う思いを実現するため、自らの意思で納税先を寄附
という行為によって選択できるものです。
　町出身や町と縁がある親類・ご友人などにも声を
かけていただき、皆さんでふるさと能登町を応援し
てください。
H23年度のふるさと納税は次のように活用しました
　昨年度は、30 件 2,817,000 円のご寄附をいただ
きました。本当にありがとうございました。いただ
いたご寄附は、次のように有効に活用しました。

平成 23 年度ふるさと能登町応援寄附の使途
循環型社会の構築と地球温暖化防止に向けた施策

（木質ペレットストーブ設置費に活用）
能登海洋深層水の利活用を推進するための施策

（「しおサミット in 能登」開催に活用）
国指定史跡である真脇遺跡の保存・整備

（環状木柱列復元工事に活用）
地域文化を継承していくための施策

（能登国町野荘の調査・保存事業に活用）
その他町長が必要と認める施策

（薬品保管庫購入事業、テニスによる町づくり推進事
業に活用）

問ふるさと振興課☎ 62-8532

　町は、農地の利活用と特産品であるブルーベリー
の産地化推進のため、植栽に対する補助事業を実施
しています。
　植栽作業、その後の指導や助言はモデル農場が行
いますので、初めての人も安心して取り組めます。

◆補助限度額　苗木１本当り 1,600 円まで
◆植栽面積・本数　２㌃以上
　　　　　　　　　（1㌃当り 15~25 本の植栽）
※詳しくは、下記までお問い合わせください。

問農林水産課☎ 76-8302
　問㈱能登町ふれあい公社モデル農場☎ 76-0014

■募集期間　5 月 15 日㈫まで
■対象住宅　城野団地　（３ＤＫ）２戸
　　　　　　住所所在地　　字宇出津山分 5-26
　　　　　　家賃　月額約 25,000 ～ 35,000 円
■入居資格
①能登町に住所を有する人（予定者を含む）
②住宅に困窮していることが明らかな人
③町税などの滞納がない人
④収入基準　入居者の所得月額が 158,000 円以下
⑤単身の方よりも複数世帯を優先します。

問建設課住宅係☎ 76-8304

　町立中央図書館（宇出津）と柳田教養文化館に図
書館情報システムが導入され、4 月 1 日に中央図書
館で始動式が行われました。システムの導入によっ
て、利用者と図書館（本・DVD など）の情報がバ
ーコードで管理
され、貸出、検察、
集計業務が簡略
化されました。

■新しい給水使用料金（税込み）
　基本料金（1 月につき）　 8㎥まで　1,650 円
　超過料金　　　　　　　１㎥につき　260 円
■量水器使用料（税込み）メーターの給水栓口径
○ 13㎜ 100 円　○ 20㎜ 150 円　○ 25㎜ 200 円
○ 30㎜ 250 円　○ 40㎜ 450 円　○ 50㎜ 850 円
○ 75㎜ 1,500 円

問上下水道課☎ 72-2507

　本年度、被災地に派遣される町職員、平茂之さん
（38）と山口竜次郎さん（35）に 3 月 30 日、派遣
辞令が交付されました。二人は宮城県亘理町で 1
年間、公共施設の災害復旧事業にあたります。
　持木町長は「二人の力を十分に発揮して、亘理町
のために頑張ってほしい」と激励。平さんは「これ
までの経験と知識を最大限に発揮して、一日も早い
復旧に努力したい」と決意を述べました。

Ｕ・Ｉターン者の住宅新築、中古住
宅の改築費用の一部を助成します

宮城県亘
わたりちょう

理町で災害復旧活動

図書館の貸出、検索が簡単便利に

おおぞら農協、内浦町農協から
交通安全旗が寄贈されました

ふるさと能登町を応援してください

ブルーベリーを栽培してみませんか

5 月使用量（6 月請求分）から
水道料金が改定となります

辞令を受け取る平さん（左）と山口さん

▼ 館内の端末やイン
ターネットから蔵書
検索や貸出予約が可
能に

交通安全旗を手渡す河谷内常務理事
（右）と中谷組合長



【入札結果】
3月16日～4月15日

件　  名 場所 担当課 契約額（税込） 落札者

町道 2 級笹川十郎原 1 号線　
道路改良工事（法面工） 十郎原 建設課 21,630,000 円 ㈲モアグリーン

町道 1 級藤波宇出津 1 号線　災害防除工事 藤波 建設課 7,665,000 円 ㈱ランドスケープ開発

4630-3022・3062　農道・農地災害復旧工事 駒渡 農林水産課 20,055,000 円 ㈱西中建設

4630-3034　農道災害復旧工事 久田 農林水産課 22,722,000 円 鈴平建設㈱

4630-3049・3050　農地・排水路災害復旧工事 北河内 農林水産課 7,350,000 円 柳田建設㈱

4630-3058・3059　農地・農道災害復旧工事 当目 農林水産課 18,742,500 円 柳田建設㈱

広報紙では、契約金額が500 万円以上の入札結果を掲載しています。全入札結果
は町ホームページに掲載していますので、ご覧ください。 　問監理課☎62-8504

まちからのお知らせ＆ニュース
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税金 / 保険料納期

今月の納期限は 5 月 31 日㈭です。
〈税　金〉固定資産（都市計画）税第 1 期
〈保険料〉 後期高齢者医療保険料第 2 期
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救急救命士

外国人登録をされている人へ

消防

お知らせ
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▲友人の田中暁旬さんとギョーザ作りに追わ
れる浅井さん（左）

▲泊さんの屋台では、来場者が先を競って
フォー・ガーを買い求めていた

　この度、川本京介士長が救急救命士国家試験に合
格しました。
　川本士長は「半年間の救急救命東京研修所におい
て学んだ事を糧に、町民の皆さんのために精一杯頑
張ります」と抱負を述べ
ていました。
　能登消防署では現在、
川本士長を含め 16 人の
救急救命士が活動してい
ます。

　平成 24 年 7 月 9 日から、住民基本台帳法の一部
改正が施行され、外国人住民に住民票が作成されま
す。対象になる人は、中長期在留者（3 カ月を超え
て在留する外国人）と特別永住者です。
　正確な住民票作成のため、下記にご協力をお願い
します。
①「仮住民票」を郵送します
　平成 24 年 5 月 7 日以降に、仮住民票を対象者へ
郵送します。仮住民票は 7 月 9 日に住民票となる
ものです。お手元に届いたら内容をご確認ください。
内容に相違点や変更点がある場合は、できるだけ 6
月末までに役場町民課までお知らせください。
②正確な外国人登録の届出をお願いします
　仮住民票は、外国人登録原票をもとに作成されま
す。スムーズに住民票へ移行するため、７月９日以
前に外国人登録事項に変更のある人は、忘れずに届
出をお願いします。

〈問い合わせ〉
仮住民票の内容に関すること　町民課☎ 62-8500
外国人住民に関する住民基本台帳制度の相談窓口

☎ 0570-066-630

能登消防署に新しい救急救命士誕生

仮住民票の確認をお願いします

地域産業育成・活性化支援事業お知らせ

　地域資源等を活用した事業や、独自性の高いアイ
ディアでの新たなビジネス展開を支援し、能登町の
地域産業と地域の活性化を促進します。

【公募期間】　平成 24 年 5 月 1 日㈫～ 5 月 31 日㈭

■開業・事業拡大支援事業
〈補助対象者〉
①町に事業所等を有する個人・団体・中小企業
②事業拡大に伴い 3 カ月以内に、新たに 1 人以上（6
　カ月以上）を雇い入れる個人・団体・中小企業

〈補助対象事業〉
①開業　②新規分野への進出　③異業種転換
④新連携事業（異分野連携新事業開拓）

〈補助金額〉
補助対象経費の 1/2 以内（限度額 1,000,000 円）

■地域資源活用ビジネス支援事業
〈補助対象者〉
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業

〈補助対象事業〉
①地域資源等を活用した特産品開発・販路開拓
　（地域ブランドの創出支援）
②地域資源等を活用した観光地・魅力拡大
　（観光地づくり）
※能登町農林水産物加工開発センター利用加算

〈助成金額〉
補助対象経費の 2/3 以内（限度額 500,000 円）
※能登町農林水産物加工開発センター利用加算
　2/3 以内（限度額 50,000 円）

■地域資源活用ビジネス可能性調査支援事業
〈補助対象者〉
　町に事業所等を有する個人・団体・中小企業

〈補助対象事業〉
①地域資源等を活用した新技術・新商品開発に向け
　た可能性調査

〈助成金額〉
　補助対象経費の 10/10 以内（限度額 200,000 円）
※詳しくは下記までお問い合わせください。

問ふるさと振興課☎ 62-8532

地域資源等を活用した新たなビジネ
ス創出に補助金を交付します

川本京介士長
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○第 28 回大谷川鯉のぼりフェスティバル
〈日時〉5 月 3 日㈭・4 日㈮ 10:00 ～ 16:00

　ゴールデンウイークは、初夏を彩る恒例
イベントで。たべもん広場、ちびっこ天国
など大人も子どもも楽しめます。「鯉恋結婚
式」は 3 日 13 時から。

○峨山キリシマ展示即売会
〈日時〉5 月 11 日㈮～ 13 日㈰

　　　  9:00 ～ 16:00
〈場所〉上中集会所前

　12 日、13 日の 11 時～ 14 時は、農家レ
ストラン「きりしま」も開店します。
問上中園芸組合☎ 0768-52-1492（即売会）

○第 24 回 能登麦屋節全国大会
〈日時〉5 月 27 日㈰ 9:00 ～ 16:00
〈会場〉輪島市文化会館

　能登麦麺の小麦挽きの作業唄として県の
無形民俗文化財に指定されている「麦屋節」
を、全国から集まったのど自慢たちが歌い
あげます。

能登町からは「小木のとも旗祭り」を紹介。

珠
洲
市

穴
水
町

輪
島
市

平成 24 年度第 1 回町民グラウンド
ゴルフ交流大会　参加者募集

〈日時〉6 月 24 日㈰受付 8:00 ～
〈会場〉柳田植物公園おまつり広場
〈対象〉能登町民（中学生以上）
〈競技〉団体：1 チーム 4 人制（原則、
公民館単位）
個人：一般の部、協会員の部

〈申込期限〉6 月 15 日㈮
〈申し込み〉各体育館、各公民館、
藤波運動公園まで
※参加無料、初心者歓迎です。
問町教育委員会事務局☎ 72-2509

第 55 回能登町内浦一周駅伝競争大
会　参加チーム募集

〈日時〉6 月 3 日㈰　（雨天決行）
受付 8:00 ～、開会式 8:30、出発 9:30

〈場所〉開会式：旧小木小学校グラ
ウンド、閉会式：内浦陸上競技場

〈チーム編成〉監督 1 人、選手 5 人、
補欠 4 人以内

・１部：能登町民、町出身者、能登
町で 3 カ月以上勤務する人
第 1 区（一般）、第 2 区（一般また
は中学生）、第 3 区（一般または高

校生）、第 4 区（一般）、第 5 区（一般）
・2 部：1 部および 3 部以外
・3 部：中学生の部

〈監督者会議〉5 月 25 日㈮に
内浦スポーツ研修センターで開催

〈参加料〉1 チーム 2,000 円
〈申し込み〉5 月 24 日㈭までに町陸
上競技協会（高田清保☎ 62-0124、
℻ 62-1250）に申込用紙を提出

第 8 回能登町民ゴルフ大会
〈日時〉6 月 2 日㈯ 9:54 スタート
〈場所〉ザ・カントリークラブ能登
〈対象〉能登町在住・在勤・出身者など
〈参加費〉3,000 円　〈定員〉50 人
〈申込期限〉5 月 25 日㈮

問町ゴルフ協会事務局　大森
（役場健康福祉課）☎ 72-2503

第 6 回能登町民バドミントン大会
（3/25）
〈小学生〉①藤巻志歩、新出拓哉②
山本幸太、山根輝之③高田采佳、山
根大輝（敢闘賞）笹野倫代、正木涼太

〈男子学生〉①板谷響、乙川一馬②
新出悠哉、政田龍平③谷口諒真、安
孫幹　（敢闘賞）宮本晃介、景浦啓太

〈女子学生〉①坂本莉萌、宮下文香、
②蒲田瑞季、高田七海③田代成穂、
岩住さくら（敢闘賞）小畠瑞稀、広
瀬佳香

〈一般 1 部（初心者）〉①大屋雅晴、
笹野俊恵②ダニ・カムダニ、アル・
イクワン③スラメト・リヨノ、マー
ラト・ブディヨノ（敢闘賞）岡田菜
摘、篠塚瑞希

〈一般 2 部〉①坂本莉萌、宮下文香
②谷口諒真、田代成穂③上畠茂利、
谷口朱里③干場和規、大森久恵（敢
闘賞）笹野祥代、新出菜帆（敢闘賞）
寺田正俊、小畠瑞稀

平成 24 年度能登町スポーツ少年団
結団式（4/15）
　内浦体育館に団員、保護者ら約
300 人が集まり、1 年間元気に活動
することを誓いました。結団式のあ
とは、体力テストを実施しました。
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■新刊案内
春を背負って　笹本稜平　
大江戸釣客伝　夢枕獏
あんぽん～孫正義伝～　佐野眞一
かわいそうだね？　綿矢りさ
ルーズヴェルト・ゲーム　池井戸　潤
坂の上の坂　藤原和博
見仏記ぶらり旅篇　いとうせいこう・みうらじゅん　

■行事予定
　・おはなし会　　　16 日㈬ 15:30
　・読書会　　　　　23 日㈬ 13:30 

〈開館時間〉水～日曜日 9:00 ～ 17:00
〈休館日〉月曜日、火曜日、祝日

こどもみらいセンター　☎ 62-1503　★：対象未就園児の親子

◆開館時間 9:15 ～ 17:30　◆休館日  月曜日、第３日曜日

11 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム
13 日㈰ 10:00　母の日プレゼント作り※小学生以上
18 日㈮ 10:30　★ふれあいタイム
25 日㈮ 10:30　★身体計測
26 日㈯ 13:00　親子レクリエーション大会（会場：WAVE のと）

まつなみキッズセンター　☎ 72-0269

◆開館時間 10:00 ～ 18:00　◆休館日  日曜日、月曜日

9 日㈬ 15:00　端午の節句ミニお茶会
11 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）

16 日㈬ 15:00　猿回しがやってくる！
19 日㈯ 15:00　おはなし隊がやってくる！

　　　　　　　   ※読み聞かせ「ひまわり」と一緒です。

23 日㈬ 15:00　あっぷるたいむ「シャボン玉」

25 日㈮ 15:30　ペン上手（硬筆学習）

 ■羆撃ち  　久保俊治
　猟だけで生活してみたかった !
相棒は純白の北海道犬「フチ」。
北海道の大地とアメリカの森を駆
け抜けた若き狩人のノンフィク
ション紀行記。

■マルセル 
高樹のぶ子

　実在の未解決事件をテーマに恋
愛小説の名手が贈る芳醇な「絵画」
ミステリー。 

※大会案内や結果は、主催者、学校、スポーツ少年
団などからの報告により掲載しています。

誓いの言葉を述べる団員代表。左から小関英
里子さん（小木ミニバス）、尾形怜雅（能都
柔道）、山本都寛（柳田野球）

ゴールデンウイークイベント
☆のとキリシマツツジ
　　フェスティバル（3 ～ 5 日）

〈時間〉9:00 ～ 17:00（5 日 16:00 まで）
〈場所〉芝生広場

☆まいもん市（３～ 4 日）
〈時間〉10:00 ～ 16:00
〈場所〉芝生広場

☆のっぴーフリマ（３～４日）
〈時間〉10:00 ～ 15:00
〈場所〉芝生広場

☆こどもフェスティバル（5 日）
〈出演〉輪島・和太鼓虎之介、輪島

高州太鼓ほか
〈時間〉① 11:00 ～　② 13:00 ～
〈場所〉空港前広場

みんなの能登空港
　～ 5 月のイベント～
☆ 6 日㊐　おらが故郷お国自慢

「大畠優」ギター弾き語りミニコン
サート

〈時間〉15:00 ～
〈場所〉能登空港 2 階ロビー
〈協力〉珠洲市

☆ 13 日㊐首都圏交流企画
キングレコード民謡歌手と民謡唄囃
子の名手が能登空港にやってくる !!
作曲家　原賢一先生と「キング故郷
うたの会」民謡コンサート

〈時間〉14:00 ～
〈場所〉能登空港 2 階ロビー

☆13日㊐のっぴーグラスを作ろう!!
〈時間〉10:00～12:00、13:00～15:00
〈場所〉能登空港 1 階
〈対象〉幼児から小学生以下優先
〈参加費〉無料（限定 50 人）
〈協力〉県生涯学習センター

☆ 20 日㊐おらが故郷お国自慢
輪島・和太鼓虎之介ミニコンサート

〈時間〉14:00 ～
〈場所〉能登空港 2 階ロビー
〈協力〉輪島市

問能登空港賑わい創出実行委員会
☎ 0768-26-2303
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☎ 62-1311
http://www.hospitalnet.jp/
診療情報は、病院ホームページで確認できます。

公立宇出津総合病院
だより

公立宇出津総合病院
だより

3 日㈭ 4 日㈮ 5 日㈯ 6 日㈰ 13 日㈰ 20 日㈰ 27 日㈰

まるおかクリニック 永井医院 まるおかクリニック 熊野医院 はしもとクリニック 伊藤医院（喜） 定梶医院

☎ 0768-52-8228
穴水町川島

☎ 0768-22-0032
輪島市鳳至町

☎ 0768-52-8228
穴水町川島

☎ 0768-22-1100
輪島市鳳至町

☎ 62-8300
能登町崎山

☎ 0768-42-0262
輪島市門前町

☎ 0768-45-1351
輪島市門前町

大貫眼科医院 生垣医院 井端内科医院 柳田温泉病院 粟倉医院 なかたに医院 小木診療所

☎ 82-0017
珠洲市上戸町

☎ 76-0001
能登町柳田

☎ 84-2535
珠洲市宝立町

☎ 76-1223
能登町上町

☎ 0768-32-0018
輪島市町野町

☎ 82-8333
珠洲市上戸町

☎ 74-0100
能登町小木

【受付 9:00 ～ 12:00】　都合により当番医が変更になる場合があり
ますので、あらかじめ電話してから受診してください。

健康福祉課 ☎ 72-2504

能登北部
医師会 休日当番医（5月）

【レシピ 24】よもぎ（蓬）もち　
摘みたてのよもぎは、ゆがいて冷凍保存できます。あんを入れると、さらにおいしく出来上がります。
よもぎには、古くから毒気や邪気を払う力があり、食すると寿命が延びると言われています。
○材料
もち米　1 升
よもぎ　250g 程
塩　　　15g
※あんこ

○作り方　
①春先のやわらかいよもぎの葉をつんで、きれいに洗う。
②重曹を加えたお湯でゆで、さっと水洗いをする。
③蒸したもち米に、塩、よもぎの葉を加え、もちつき機でつく。
④あんをくるんでも、そのまま食しても良い。
  

【レシピ提供】内浦支部食生活改善推進員

◆乳児健診・BCG接種
〈日時〉6 月 7 日㈭　〈受付〉12:45 ～ 13:00
〈対象〉平成 24 年 1 月 6 日～ 3 月 7 日生
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票、BCG 予診票

　　　　  バスタオル１枚
◆1歳6カ月児健診

〈日時〉6 月 28 日㈭　〈受付〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成 22 年 10 月 27 日～ 12 月 28 日生
〈場所〉能都庁舎   1 階集会室
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票

◆3歳児健診
〈日時〉5月10日㈭　〈受付〉13:00 ～ 13:15
〈対象〉平成21年1月1日～2月15日生
〈場所〉能都庁舎 4 階大集会場　
〈持ち物〉母子健康手帳、健診おたずね票①・②、採尿容器

◆離乳食教室～スタート（開始から7カ月ごろまで）編～

　これから離乳食をはじめるころから、約７カ月ごろま
での教室です。参加を希望する人は、５月１日までに役
場健康福祉課（☎ 72-2504）までお申し込みください。
参加費は無料で、身体計測もできます。

〈日時〉5 月 8 日㈫　〈受付〉10:00 ～ 10:20
〈場所〉こどもみらいセンター
〈持ち物〉母子健康手帳、大人用エプロン、おむつなど

■『コツコツ運動教室』参加者募集！
　月に１度、みんなでウオーキングやグラウンドゴルフ
などの軽スポーツをして楽しく健康維持に努めてみませ
んか。参加希望の人は健康福祉課までご連絡ください。

■『高齢者交流会』を開いてみませんか？
　ボランティアさん募集！
　自分の地域の高齢者に生き生きと元気に過ごしてもら
うため、公民館や集会所で月に１回程度みんなが集まる

「場」づくりをしませんか。開催にあたり、町がいろい
ろ支援します。健康福祉課までご連絡ください。

（連絡先　健康福祉課☎ 72-2504）

■『健康チェック』聞きとりのお知らせ
　年齢を重ねても元気で過ごすには、介護予防が必要
です。心身の働きが低下していないかを把握するため、
町から委嘱された調査員が対象者の自宅に伺い、「健康
チェック（基本チェックリスト）」の聞きとりを行います。
　健康チェック後、心身の機能低下の恐れがあると判定
された人には、6 月末までに介護予防教室のご案内を送
付します。

〈対象〉内浦地区の 75 歳以上（介護認定者を除く）
〈期間〉5 月 1 日㈫～ 5 月 25 日㈮

問健康福祉課　地域包括支援センター☎ 72-2513

■ 5 月長期連休小児科救急当番医
　開業や勤務されている小児科の先生方の働きかけで、
５月の長い休み中に小さなお子さんが安心して過ごせる
よう小児科救急当番医を下記のとおり実施することとな
りました。救急診療時間は午前 9 時から 12 時までです。

（事前連絡が必要です）
当番医 3 日㈭ 4 日㈮ 5 日㈯ 6 日㈰

市立輪島病院
☎ 0768-22-2222 救急 救急

珠洲市総合病院
☎ 82-1181 救急 救急

公立宇出津総合病院
☎ 62-1311 救急 救急

まるおかクリニック
☎ 0768-52-8228 救急 救急

■耳鼻科の診察日が週 3 日になりました（9:00 ～ 12:00）
曜日 月 火 水 木 金

担当医 小森  岳 中西庸介 上野貴雄

■糖尿病・内分泌外来診察日の案内
　糖尿病のコントロール・治療が必要と判断された人、
高脂血症などの人を対象に専門医が精密検査や治療を行
います。内科外来までお越しください。

【診察】太田医師　【5 月の診察日】14 日㈪、28 日㈪

■今年、宇出津総合病院に新しく４人の医師、３人の看
護師を迎えました。今月号と来月号で紹介します。
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①長谷川  啓　医師（外科・消化器科）
　４月１日から外科・消化器外科に赴任しました長谷
川啓（はせがわ・はじめ）と申します。今後は宇出津
病院のスタッフと共に、能登町の皆さまの健康のため、
今まで経験してきた技術のすべてをかけて頑張ってま
いります。今後ともよろしくお願い申し上げます。

②坂元とも子　医師（皮膚科）
　４月から皮膚科に勤務となりました坂元とも子と申
します。宇出津病院の皮膚科では初めての女性医師と
なります。女性の方はもちろん、気軽に受診していた
だければと思います。能登の皆さまの健康のために精
一杯頑張りますので、よろしくお願いいたします。

③関　晃裕（内科）
　4 月 1 日から内科に勤務することになりました関晃
裕（せき・あきひろ）と申します。宇出津に転居して
日も浅く、まだまだ不慣れなことも多い若輩者ですが、
能登町民の皆さまの健康のために一生懸命に頑張る所
存ですので、何卒よろしくお願い申し上げます。

④藤井邦裕（小児科）
　4 月から小児科勤務となりました藤井邦裕（ふじい・
くにひろ）と申します。宮城県では 18 年間小児科医
として働いていましたが、故郷が羽咋のため石川県に
戻ってきました。未来ある子どもたちの健康のために
頑張りますので、よろしくお願いします。

能登町民は太
ふ と っ ぱ ら

っ腹？～太っ腹の影響が出ていないか、特定健診で確認を～

　能登町国民健康保険の特定健診結
果で、お腹まわりが大きい（腹囲男
性 85cm、女性 90㎝以上）人の割
合は、約 36㌫でした。特定健診が
開始された平成 20 年度から、能登
町は常に県下トップの割合となって
います。

　お腹まわりの脂肪（内臓脂肪）は、
溜まりすぎると血管の傷み（動脈硬
化）を加速する原因となります。海
の幸、山の幸がとても豊かな能登町
ですが、その食べ方、飲み方（量や
内容、食べる時間帯など）には、注
意が必要なようです。

　特定健診では、血圧や血液中の血
糖・脂質（コレステロールや中性脂
肪）など、血管の動脈硬化を進める
項目を検査し、お腹まわりの脂肪の
影響が出ているかどうかをしっかり
確認することができます。

〈石川県 19 市町国保で見る検査項目順位〉　※H22年度能登町国保特定健康診査受診者（受診率32.7％）の状況

検査項目 要注意レベル 要注意以上
（未満）の割合

県下市町
での順位

エネルギーのとりすぎ
を表す項目

腹囲 男：８５㎝以上
女：９０㎝以上 ３６．４％ １位

BMI（肥満度） ２５  以上 ２９．５％ ２位
中性脂肪 １５０  mg/dl 以上 ２７．５％ ４位
肝機能（GPT） ３１  IU/l 以上 １２．８％ １２位
善玉（HDL）コレステロール ４０  mg/dl 未満 ７．６％ ７位

要注意以上が重なるこ
とで加速して動脈硬化
を進める項目

血糖 空腹時：１００  mg/dl 以上
随　時：１４０  mg/dl 以上 １５．６％ １８位

ヘモグロビンＡ１ｃ
（1 ～ 2 カ月の血糖値の平均） ５．２％以上 ７１．２％ １４位

尿酸 ７．０  mg/dl 以上 ８．１％ １４位
最高血圧 １３０  mmHg 以上 ４４．８％ ５位
最低血圧 ８５  mmHg 以上 １８．５％ ９位

単独でも動脈硬化を
進める項目 悪玉（LDL）コレステロール １２０  mg/dl 以上 ４８．０％ １８位

特定健診・がん検診は 6 月 13 日から始まります
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　　　問能登防犯協会☎ 62-1334

有料広告

石川の海岸をきれいにしましょう   

　県内一斉に各地の海岸で清掃活動
を実施する「クリーン・ビーチいし
かわ」が、今年も下記の日程で実施
されます。能登町では３カ所の海岸
で清掃活動を計画していますので、
最寄りの場所で参加してください。
美しい石川の渚を守り、野鳥や魚を
守るため、町民の皆さんの参加をお
願いします。

〈日時〉5 月 27 日㈰ 7:00 ～
〈場所〉恋路海岸（旧海水浴場）

　　　  五色ヶ浜海水浴場
　　　  羽根海岸（旧海水浴場）
問町農林水産課☎ 76-8302

松食い虫防除薬空中散布を実施   

　松食い虫による被害を防ぐため、
ヘリコプターによる防除薬剤空中散
布を行います。天候により日程を変
更する場合がありますので、ご理解
をお願いします。

〈空中散布の日程〉
5 月 30 日㈬：高倉・宇出津・三波・
鵜川地区
5 月 31 日㈭：小生間・桐畑・合鹿・
上・滝之坊・福光・明生地区
　空中散布の時間帯は、気流が安定
している午前４時から午前９時ごろ
まで行います。

〈散布に関する注意事項〉
①散布中は、散布区域内や周辺に立
ち入らないでください。自動車での
乗り入れもしないでください。
②散布中、周辺地域にお住まいの人
は窓を閉め、洗濯物やペットなどを

外に出さないでください。
③散布区域周辺で飼養している家畜
は畜舎に係留し、散布区域内の飼料
は４週間程度与えないでください。
④散布地域の山菜や山水は、４週間
以上経過するまで口にしないでくだ
さい。
⑤散布区域内に入るのは、２週間以
上経過してからにしてください。
問町農林水産課☎ 76-8302

「能登の里山里海」の写真募集   

　世界農業遺産に認定された「能登
の里山里海」を幅広く周知し、その
魅力をＰＲするため、能登の里山里
海の四季の写真を募集します。

〈応募期間〉 
春の段：5 月 1 日～ 6 月 10 日
夏の段：8 月 1 日～ 9 月 10 日
秋の段：11 月 1 日～ 12 月 10 日
冬の段：2 月 1 日～ 3 月 10 日

（すべて当日消印有効）
〈応募資格〉 

　プロ・アマ問わずどなたでも応募
できます。詳しくは「能登の里山里
海」情報ポータルサイトまたは下記
までお問い合わせください。

〈問い合わせと応募先〉 
世界農業遺産活用実行委員会

（石川県環境部里山創成室内）
　☎ 076-225-1469

災害ボランティアコーディネーター

　災害時に設置・運営される「災害
対策ボランティア現地本部」で、地
元の立場からさまざまな形で現地本
部の活動に関わることのできる「災

害ボランティアコーディネーター」
を養成する研修会を開催します。

〈期日〉6 月 23 日㈯ 24 日㈰
〈場所〉県生涯学習センター能登分

室講義室（能登空港ターミナルビル）
〈対象〉18 歳以上の石川県在住の人

で、二日間通して受講できる人
〈受講料〉無料　
〈定員〉50 人
〈申し込み〉5 月 30 日㈬まで

問県民交流課☎ 076-225-1365

設備資金を長期・無利子で貸付 

　小規模企業者、未創業者や創業後
1 年未満の皆さんが、創業・経営基
盤の強化を図ろうとするために必要
な設備資金を長期・無利子で貸し付
けします。

設備資金貸付制度

対象企業 従業員数 50 人以下の中小企業

対象設備 県内に設置し、自己の企業で
使用する設備

貸付限度
①一般企業　50 ～ 4000 万円
②法認定計画等の場合※
　66 ～ 6000 万円

貸付割合 ①設備購入代金の 1/2 以内
※法認定計画等は 2/3 以内

償還方法 年賦、半年賦、月賦のいずれか

※法認定計画等など、詳しくは下記
までお問い合わせください。
問㈶県産業創出支援機構経営支援部
設備資金課☎ 076-267-1174

能登半島地震復興基金の説明会    

　㈶能登半島地震復興基金の支援事
業メニューについて、下記のとおり
説明会を行います。

〈日時〉5 月 16 日㈬ 14:00 ～ 15:00

〈場所〉奥能登行政センター
（能登空港） 4 階 41 会議室
〈対象者〉県内にある民間団体で、

能登の活性化に取り組み、市町など
から支援・協力が得られる団体
問㈶能登半島地震復興基金（県地域
振興課内）☎ 076-225-1317

陸上自衛隊中央音楽隊演奏会      

〈日時〉6 月 25 日㈪ 18:30 開演
〈場所〉金沢歌劇座（金沢市下本多町）
〈費用〉無料（入場整理券が必要です）
〈入場整理券取扱所・問い合わせ先〉

①自衛隊石川地方協力本部能登地域
事務所☎ 0768-52-4175
②金沢歌劇座☎ 076-220-2501

九十九湾園地の自然を探検！　 

　初夏を迎えた九十九湾園地では、
さまざまな生きものたちが活発に活
動しています。それらの生きものを
じっくりと観察します。

〈日時〉5 月 19 日㈯ 13:00 ～ 16:00
〈定員〉20 人（対象：子ども～一般）

問のと海洋ふれあいセンター
　☎ 74-1919

ふれあい看護フェア 2012 開催 

　看護の日、看護週間の事業として
ふれあい看護フェアを開催します。

〈日時〉5 月 12 日㈯ 10:00 ～ 13:00
〈場所〉シーサイドショッピングプ

ラザ（珠洲市飯田町）
〈内容〉健康チェック、健康相談、

感染予防、パネル展示、ナースバン
ク移動相談など
問石川県看護協会☎ 076-225-7771

心配ごと相談をご利用ください 

■能都庁舎　
5 月 9 日㈬、 18 日㈮ 10:00 ～ 12:00
■笹ゆり荘　
5 月 8 日㈫、22 日㈫ 10:00 ～ 12:00
■内浦福祉センター　
5 月 10 日㈭ 13:30 ～ 15:30
■小木支所　
5 月 21 日㈪ 13:30 ～ 15:30
問社会福祉協議会 ☎ 72-2322

行政相談委員にご相談ください

　行政全般についての苦情や意見を
受け付け、公正・中立の立場からそ
の解決を図ります。

〈相談時間〉 10:00 ～ 12:00
会場 日程 相談委員

小木支所 5月1日㈫ 吉岡相談委員
☎ 74-1111

笹ゆり荘 5月15日㈫ 廣橋相談委員
☎ 76-0088

問町総務課☎ 62-8510

能登法律相談センターの相談日 

〈5 月〉10日、17日、24日、31日（木）
〈時間〉13:45 ～ 16:15（要予約）
〈場所〉穴水町保健センター
〈申し込み〉相談日前日の午後 5 時

までに電話で予約ください。
〈相談料〉30 分以内：5,000 円

※クレサラ相談は初回無料です。
問金沢弁護士会 ☎ 076-221-0242

家庭教育やＤＶで悩んでいたら

能登町なんでも相談「カナリア」
☎ 76-2874

〈日時〉毎週火、木曜日10:00 ～ 14:00

23

5 月連休ごみ収集などの営業案内　　○：営業×：休業

5/1 ㈫ 2 ㈬ 3 ㈭ 4 ㈮ 5 ㈯ 6 ㈰

ごみ収集 ごみ・収集カレンダーのとおり

奥能登クリー
ンセンター ○ ○ ○ ○ ○ ×

埋立処分場 ○ ○ × × × ×

し尿収集 ○ ○ × × × ×

能登三郷斎場 ○ ○ ○ ○ ○ ○

※ 7 日㈪以降は通常どおりです。

石川県最低賃金　時間額６８７円
（改正発効日　平成 23 年 10 月 20 日）

　使用者は、これより低い賃金で労働者を使用
することはできません。詳細は石川労働局（☎
076-265-4425）または最寄りの労働基準監督署
にお尋ねください。
　石川県労働局ホームページもご覧ください。
http://ishikawa-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp/
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有料広告

　先日読んだ本の中に、40
歳からの仕事は①自分がやり
たいこと②自分ができること
③自分がやらなければいけな
いこと―の三つが重なる部分
を大きくするようにと書いて
あった。これまでの自分に置
き換えてみると、①と②が大
きくなることを中心に考えて
いたように思う。
　40 歳を迎える平成 24 年度
がスタート。「自分がやらな
ければいけないこと」は何な
のか。その答えを一つでも多
く見つけられるような一年に
したい。

人口（人） 20,405 － 35
男 9,615 － 13
女 10,790 － 22

世帯数（戸） 7,991 ＋ 5

外国人登録者（人） 155
男 100
女 55

（前月比）
◉人口・世帯数 平成 24 年 4 月 1 日現在

こ せ き

の ま ど

3/15 ～ 4/14
個人情報保護のため、本人・ご家族の
希望があったものを掲載しています。
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夫　
　
　

65
歳　
　

上
長
尾

井
端
玉
江　
　
　

91
歳　
　

宮　

犬

鈴
野　

要　
　
　

83
歳　
　

小　

木

島
﨑
秀
雄　
　
　

86
歳　
　

松　

波

新
谷
正
德　
　
　

80
歳　
　

当　

目

小
坂
義
広　
　
　

76
歳　
　

小　

浦

【
お
詫
び
と
訂
正
】

　

広
報
4
月
号
16
㌻
、
真
脇
小
学
校

閉
校
の
記
事
中
に
謝
り
が
あ
り
ま
し

た
。訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
5
年
生
の
中
村
朱
里
さ
ん

【
正
】
卒
業
し
た
中
村
朱
里
さ
ん

山
下
と
み
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

宇
出
津
地
区
婦
人
会　
　
　

1
万
円

石
川
県
信
用
金
庫
協
会
１
１
５
万
円

以
上
、
能
登
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

濵　

明
子
さ
ん
（
松　

波
）
10
万
円

番
匠
義
光
さ
ん
（
小　

木
）
10
万
円

以
上
、
能
登
町
へ

■
東
日
本
大
震
災
義
援
金

（
３
月
11
日
～
4
月
10
日
受
付
分
）

・
真
脇
小
学
校

※
義
援
金
総
額

　

１
２
５
８
万
４
４
３
８
円

加
須
屋
朋
宏　

宇
出
津

本
谷
か
お
り　

珠
洲
市

谷
内
慎
吾　
　

石　

井

猪
口
慶
子　
　

上　

町

青
崎
一
樹　
　

七　

見

藤
野
知
穂　
　

島
根
県

（（（

宇
出
津

金
沢
市

七　

見

有料広告有料広告有料広告

宇出津新町ポスト前

・製薬会社こだわりの
　　　　   国産グルコサミン高配合

・痛みのやわらぎ成分配合
・製薬会社の徹底した品質管理で安心

オードブル  予約承ります
祭礼用オードブル5,000円（税別）より承ります

エビフライ、若鶏唐揚げ、ヒレカツなど
　 単品での注文もお受け致します

ファミリーレストラン 大家族
　　能登町松波３０－１０９　℡０７６８－７２－０３８８

写真は一例です5,000円（税別）

配達致します

龍
池
洋
教　
　

鵜　

川

上
野
公
子　
　

猪　

平

島　

貴
裕　
　

越　

坂

前
口　

陽　
　

珠
洲
市

（（

鵜　

川

金
沢
市

場所 園名 名前 電話（0768） ハウス栽培

A 若井園 若井　勲 72-2050 ハウス有

B 進出園 進出敏一 72-0737 ハウス有

C 窪田園 窪田政二 72-1490

D 元谷園 元谷幸雄 72-1218 ハウス有

E 石見園 石見茂雄 72-2046

F 宮前園 宮前由夫 72-2047

G 松元園 松元良治 72-2044 ハウス有

H 向井園 向井哲二 72-2043

I 中浜園 中浜秀一 72-2048

いちごイベント

【開催日】5 月 26 日土、27 日日
【開催時間】10:00 ～ 15:00
【会場】赤崎休憩舎

苺一会は、㈶能登半島震災復興基金補助事業により、五感まるごと能
登づくし実行委員会および能登町観光協会が取り組んでいる事業です。

【期間（予定）】
○露地栽培
　5 月中旬～ 6 月 15 日金
○ハウス栽培
　4 月 25 日～ 6 月 15 日金

【入園料】
　大人（中学生以上）1,000 円、
　小人 700 円、幼児 300 円

【予約】
　各農家へ直接

能登町の春。さあ、いちご狩りに出かけよう！
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『
波
並
で
花
見
』
は
地
域
活

性
化
と
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

を
兼
ね
た
花
見
イ
ベ
ン
ト
。昨
年
、

波
並
地
区
の
有
志
が
集
ま
り
東
日

本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
初
め
て
実
施
さ
れ
た
。

　

今
年
か
ら
は
三
波
公
民
館
の
主

催
と
な
っ
て
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
。
公

民
館
職
員
や
運
営
委
員
、
地
元
有

志
な
ど
が
ス
タ
ッ
フ
と
な
り
、
4

の
ラ
イ
ブ
▽
バ
ザ
ー
▽
マ
ッ
サ
ー

ジ
▽
抽
選
会
―
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
催
し
が
企
画
さ
れ
約
５
０
０
人

の
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
た
。

　

桜
の
開
花
が
平
年
よ
り
1
週
間

ほ
ど
遅
れ
、
花
見
を
楽
し
む
こ
と

は
で
き
な
か
っ
た
が
、
今
に
も
開

き
そ
う
に
色
づ
い
た
つ
ぼ
み
が
会

場
の
光
を
和
ら
げ
て
い
た
。
会
場

の
一
角
で
は
、早
咲
き
さ
せ
た『
の

と
キ
リ
シ
マ
ツ
ツ
ジ
』
が
桜
の
代

わ
り
と
言
わ
ん
ば
か
り
に
真
っ
赤

に
咲
き
誇
っ
て
い
た
。

　

今
年
の
イ
ベ
ン
ト
も
東
日
本
大

震
災
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
を
兼
ね
、

主
催
者
側
の
収
益
の
一
部
は
義
援

金
と
し
て
被
災
地
へ
送
ら
れ
る
予

定
だ
。

月
15
日
に
開
催
さ
れ
た
。

　

メ
ー
ン
会
場
の
広
場
に
は
中
国

料
理
や
ベ
ト
ナ
ム
料
理
、
沖
縄
料

理
な
ど
多
国
籍
な
料
理
の
ほ
か
、

地
元
の
飲
食
店
が
並
ん
だ
。

　

公
民
館
ホ
ー
ル
に
は
カ
フ
ェ
と

ア
ー
ト
を
楽
し
む
ス
ペ
ー
ス
が
用

意
さ
れ
、
紅
茶
教
室
や
陶
芸
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も
開
か
れ
た
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
▽
ス
テ
ー
ジ
で

笑
顔
の
連
鎖
を
波
並
か
ら

　
『
波
並
』
と
い
う
地
名
を
う
ま

く
生
か
し
て
、
地
域
が
主
体
と

な
っ
て
取
り
組
む
『
波
並
で
花

見
』。
会
場
で
は
、
ス
タ
ッ
フ
も

来
場
者
も
出
店
者
も
み
ん
な
が
笑

顔
。
地
域
に
と
っ
て
一
番
の
『
花

見
』
は
満
開
の
桜
で
は
な
く
、
た

く
さ
ん
の
『
笑
顔
の
花
』
を
見
る

こ
と
だ
と
感
じ
た
。

　

地
域
の
若
者
た
ち
が
『
何
か
面

白
い
こ
と
を
や
っ
て
み
よ
う
』
と

起
こ
し
た
小
さ
な
波
紋
は
、
波
並

か
ら
三
波
地
区
へ
、
三
波
地
区
か

ら
能
登
町
全
体
へ
と
、
少
し
ず
つ

広
が
っ
て
い
る
。

　今年から三波公民館の主催イベントとな
りました。公民館としては、地域の皆さん
に楽しんでもらい、地域が活性化すればと
願っています。
　会場の熱気で桜が咲くのではないかと思
うほど、地元の皆さんはもちろん地域外か
らもたくさんの人が来場してくれ、うれし
く思っています。
　今後は地域の皆さんの声を聞きながら、
三波地区の伝統や特色をもっと出していけ
ればと考えています。

　買い物することが被災地への応援となる
ので、誰でも気軽にチャリティーに参加で
きるイベントです。同じ地区に住んでいな
がら、普段あまり顔を合わさない人たちが
集い、会話を交わし、触れ合う場となり、
地域の絆は深まっていると感じています。
　地域の価値は、そこに住む『人』で変わ
ります。住んでいて楽しいと自信を持って
言える地域づくりが次の世代への活力とな
るはずです。自分たちの力で地域の価値を
高めていけるよう、これからもみんなで頑
張っていきたいと思います。

1_ たくさんの人が詰め
かけたチャリティーバ
ザー。並べられた商品
は、三波地区の皆さん
が協力した。
2_ 昨年 11 月に開催さ
れたイベント「あった
か食堂」でも大人気だっ
た浅井麗華さん（中国
出身、能登町在住）の「水
餃子コーナー」。
3_ 手作りのステージで
曲を披露する能登町出
身のシンガーソングラ
イター、masumi さん。

4_ 高校生 3 人が、かわいい
着ぐるみを着て会場を盛り上
げた。
5_ チャリティーを宣言する
看板。
6_ スタッフ手作りのＴシャ
ツとエコバッグも販売。
7_ 早咲きさせた「のとキリ
シマツツジ」が展示即売。
8_ ティーアドバイザーの資
格を持つ山﨑香奈江さん（左）
が紅茶教室を開催。参加者は
紅茶の解説を聞きながら 3 種
類のフレーバーティーを楽し
んだ。

波並
花見

で
Hanami de Hanami

三
波
公
民
館
長

徳
田
博
史
さ
ん

と
く
だ
・
ひ
ろ
し
＝
波
並

「
波
並
で
花
見
」
ス
タ
ッ
フ

大
黒
美
憲
さ
ん

だ
い
こ
く
・
よ
し
の
り
＝
波
並

す
べ
て
が
手
作
り
の
イ
ベ
ン
ト
。

「
波
並
で
花
見
（
は
な
み
で
は
な
み
）」
が
開
催
。
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３
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